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新型コロナウイルスの感染拡大に便乗した悪質商法等に関する警察における取組状況 

１ 新型コロナウイルスの感染拡大に便乗した悪質商法に係る状況 

（主な相談事例） 

○ マスクの送り付けに関する相談が最多

○ コロナ禍の不安に乗じた電話勧誘販売等

（主な検挙事例） 

○ 高齢者宅を訪問し「コロナに効く」と言って漢方薬を販売

（特定商取引法違反（不備書面の交付）・医薬品医療機器等法違反）

○ 一般人の居宅や職場を訪問し、マスクを転売

（特定商取引法違反（不備書面の交付）・国民生活安定緊急措置法違反）

（その他の検挙事例） 

○ マスク・消毒用アルコールの高額転売（国民生活安定緊急措置法違反）

○ 承認前の医薬品を｢新型コロナウイルス予防に｣等と広告(医薬品医療機器等法違反)

２ 持続化給付金の不正受給に係る状況 

（主な相談事例） 

○ 申請名義人やその家族が不正受給を自ら申告

○ 知人から不正受給をもちかけられた旨申し立て

（主な検挙事例） 

○ 内容虚偽の事業内容、事業収入等を申告して持続化給付金を詐取

○ 欠格事由である暴力団組員であるにもかかわらず、暴力団組員でないとする虚偽の

申告を行い、持続化給付金を詐取

（資料１－３）



 

 



 
 

 

 


